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令和３年５月２８日

なし栽培者 各位

ＪＡふくしま未来福島地区

なし黒星病対策及び６月の防除について

☆ ４月の凍霜害により着果量が少ない状況です。現在、各品種に黒星病の

病斑（葉柄や果実）が見られ、今後、梅雨に入り降雨による感染拡大が懸念

されますので下記の通り対策をお願いします。

◎黒星病の病斑

【果そう基部病斑】  【幼果期の病斑】  【葉柄部の病斑】

1

～ 園地ごとに確認をお願いします。～
・黒星病の発生は、何の品種の、どこに見られますか？

・薬液が通りやすい状況になっていますか？

・散布ムラのないように十分量を散布していますか？

・散布は全体にかかっていますか？

１．耕種的防除

〇果そう基部病斑、発病葉・果実の除去

⇒病斑をそのままにすると二次感染につながります。見つけ次第せん除し、

密度低下と二次伝染を防ぎましょう。

（病斑は、ビニール袋等に入れて園外に持ち出してください。）

〇黒星病感染好適日【降水量：福島気象台より】

潜伏期間は感染から発病まで１４～２０日です。5/20～22 の降雨が 32.4 ㎜で今後の

発生が懸念されますのでご注意ください。

感染好適日 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

5/20

5/21
5/22

降水量

15.5㎜
16.5㎜

4㎜

６月

園地内見落としの

ないよう確認をお願い

します。

天候により病勢は一時的におさまる場合がありますが、病原菌は完全に消滅

されません。伝染源を残したままでは薬剤散布の効果は十分に得られないので、

実施の徹底をお願いします。



２．栽培管理
〇不定芽新梢が込み合っている部位については、間引きを行いましょう。

【不要な新梢（下芽、不定芽、予備枝など）のせん除】

→ 不要な養分の浪費を防ぎ、薬液の通りも良くなります。

〇適正施肥の実施 → 密植園や窒素多肥では発病しやすくなります。

  着果量不足の園地・・・追肥禁止！

３.薬剤散布
薬剤散布は降雨前に実施し、散布ムラのないよう十分な量を心掛けましょう。また、新

梢整理を実施し、かかりやすい状態にしてください。

【なし防除情報 6 月号】※赤・青ナシ共通

【住宅に隣接している園での散布時間帯については、早朝５時以降開始にご協力ください。

また、通勤や通学の時間帯も避けてください。】

★今後の梅雨時期による感染拡大が懸念されます。そのため、６月の散布は７日間隔で

ご案内をさせていただきます。

※薬剤散布は使用回数に十分ご注意ください。

※ご不明な点は、各地区指導員へお問い合わせ下さい。

【発信部署：福島地区営農経済課】

散布
回数

散布時期 対象病害虫
ＳＳ

散布量

ニ セ ナ シ サ ビ ダ ニ １． 展着剤
ナ ミ ハ ダ ニ ２． コテツフロアブル 2,000倍 （50㏄）
輪 紋 病 １． 展着剤
黒 星 病 ２． ナリアWDG 2,000倍 （50ｇ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ３． アプロードフロアブル 1,000倍 （100㏄）

黒 星 病 １． 展着剤
２． オキシラン水和剤 500倍 （200g)

輪 紋 病 ・ 黒 星 病 １． 展着剤
シ ン ク イ ム シ 類 ・ ア ブ ラ ム シ 類 ２． ベルクート水和剤 1,000倍 （100ｇ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ３． スプラサイド水和剤 1,500倍 （65ｇ）

黒 星 病 ・ 輪 紋 病 １． カナメフロアブル 4,000倍 （25㏄）
シ ン ク イ ム シ 類 ２． オーソサイド水和剤 600倍 （165ｇ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ３． スプラサイド水和剤 1,500倍 （65ｇ）

特別
散布 ６/１５頃 300ℓ

薬剤の種類及び濃度（水100ℓ当り）

特別
散布 ６月上旬頃 300ℓ

9 ６/８頃 300ℓ

１．今回以降ナシマルカイガラムシ（サンホーゼカイガラムシ）の発生に注意する。
２．ナリアWDGは、ピオーネ、ル・レクチェに薬害を生ずるおそれがあるので注意して散布する。

10 ６/２２頃 300ℓ

１．ベルクート水和剤は、ル・レクチェにさび果を生じるので、かからないよう注意する。
２．オウトウ、モモの隣接園では、かからないように注意する。

11 ６/２９頃 300ℓ

１．薬剤の使用回数に注意する。
２．オウトウ、モモの隣接園では、かからないように注意する。


